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意見書案の審査結果

3

❖わかりにくい言葉に対しての説明をクリップ
　マークでしていただいて、大変助かりました。

　
❖一般質問の中で、質問者はどの議員さんかは
　わかるのですが、答えているのがどなたなの
　かがわかりません。答えた方の役職名がわか
　ると良いと思います。

編　今後も、難しい用語には解説を付けるなど、
　わかりやすい紙面づくりを心がけます。

　
編　指摘、ありがとうございました。今号から、
　答弁者の役職名を入れることにしました。

意
見
書

モ
ニ
タ
ー
の
目

しもすわ町議会だより
令和３年10月22日

前号にも、様々なご意見をお寄せいただき、
ありがとうございました。
前号にも、様々なご意見をお寄せいただき、
ありがとうございました。

　当議会女性議員の総意として議員提案した意見
書案です。
　新型コロナウイルス感染症の影響で経済的に困
窮した女性が、生理用品の購入を躊躇したり、交
換する回数を減らしたりする等の実態が明らかに
なりました。
　昨今、困窮支援の一環で生理用品を無償化ある
いは課税対象外とする動きが海外で広がっていま

す。生理用品は贅沢品ではなく、多くの女性が安
心して学び、働き、生活し、自己実現するために
必要不可欠なものです。ジェンダー平等の視点か
らも、生理用品の経済的負担の軽減が求められま
す。
　この意見書案は、生理用品を消費税の軽減税率
の対象とすることを、政府に求めるものです。

意見書案第６号 議員提案

生理用品を軽減税率の対象にすることを求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

　沖縄戦では一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦
が行われ、多くの貴い命が失われました。糸満市
摩文仁の平和祈念公園内にある「平和の礎」に
は、国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦など
で亡くなられた24万1593名の氏名が刻銘されてい
ます。糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域に
は、沖縄戦で犠牲を強いられた沖縄県民や兵士の
遺骨が残されており、戦後76年が経過した今でも
戦没者の遺骨収集が行われています。さきの大戦

で犠牲になった人々の遺骨が入った土砂を埋め立
てに使用することは人道上許されることではあり
ません。
　この意見書案は、戦没者の遺骨等が混入した土
砂を埋め立てに使用しないことと、「戦没者の遺
骨収集の推進に関する法律」に沿い戦没者の遺骨
収集を日本政府が主体となって進めることを求め
るものです。

意見書案第７号 議員提案

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を
埋め立てに使用しないよう求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決
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人権擁護委員候補者の推薦

【専決処分】令和３年度一般会計補正予算（第５号）
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令和３年度水道事業会計補正予算（第２号）
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令和２年度一般会計歳入歳出決算

令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算

令和２年度駐車場事業特別会計歳入歳出決算

令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

令和２年度交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算

令和２年度温泉事業特別会計歳入歳出決算
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令和２年度下水道事業会計剰余金の処分及び決算

生理用品を軽減税率の対象にすることを求める意見書

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書
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。
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に

は
Ｒ
１
４
２
号
線
の
工
事
に
伴
う
水
道
・

下
水
道
の
移
設
工
事
費
、
東
俣
浄
水
場
の

修
繕
工
事
費
を
議
決
。
国
や
県
の
補
助
な

ど
を
有
効
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
東
山
田
財
産
区
会
計
認
定
は
全
会
一
致
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
9
月
に
予
定
し
て
い
た
町
民
講

演
会
中
止
に
伴
い
、
講
師
の
キ
ャ
ン
セ
ル

料
73
万
円
の
支
払
い
が
生
じ
ま
し
た
。
動

画
配
信
等
で
行
え
な
か
っ
た
の
か
、
と
い

う
質
疑
に
対
し
、
講
師
と
協
議
し
た
が
、

R142号線の
早期の復旧を願って
R142号線の
早期の復旧を願って
R142号線の
早期の復旧を願って

水
道
・
下
水
道
移
設
予
算
承
認

水
道
・
下
水
道
移
設
予
算
承
認

総務経済常任委員会総務経済常任委員会

で
き
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
町
側
か
ら
中
止
を
申
し
入

れ
た
も
の
で
あ
り
、
代
替
案
の
交
渉
の
努

力
も
見
ら
れ
、
妥
当
で
あ
る
と
の
討
論
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
約
１
４
８
０
万
円
、
歳
出
は
約

③
温
泉
余
剰
口
数
解
消
な
ら
ず

④
水
道
会
計
に
コ
ロ
ナ
の
影
響

⑤
下
水
道
会
計
留
保
財
源
の
研
究

⑥
そ
の
他
の
議
案
と
し
て

①
町
民
講
演
会
中
止
の
費
用

②
駐
車
場
利
用
減

　今後
に
期
待
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１
４
７
２
万
円
、
次
年
度
繰
越
は
約
８
万

円
で
、
前
年
比
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
減

収
の
主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
と
、
イ

ベ
ン
ト
中
止
に
よ
る
使
用
料
の
減
少
で
す
。

年
末
年
始
の
特
別
営
業
で
も
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
月
極
利
用
も
全
体
の
６
割
と

な
り
、
今
後
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
歳
入
歳
出
の
差
が
少
な
く
、
将
来
の
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
見
通
し
を
持
っ
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
約
３
億
４
８
６
５
万
円
、
歳
出

は
約
３
億
３
８
９
２
万
円
、
次
年
度
繰
越

金
は
約
９
７
３
万
円
で
す
。

　
余
剰
口
数
は
３
４
４
口
で
、
今
後
解
消

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
年
度
内
借
入
は
２
３
１
０
万
円
を
信
州

諏
訪
農
協
よ
り
、
10
年
償
還
３
年
据
置
き
。

　
工
事
は
武
居
源
湯
ポ
ン
プ
入
替
え
、
高

木
４
号
井
源
湯
水
位
計
入
替
え
、
殿
東
源

湯
及
び
高
木
埋
立
地
源
湯
ポ
ン
プ
入
替
え

が
主
な
も
の
で
す
。

　
利
用
者
減
少
の
中
で
も
黒
字
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
的
な
運
営
を
期
待
す
る
と
の

討
論
が
あ
り
、全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
年
間
配
水
量
が
人
口
減
や
節
水
器
普
及

に
よ
る
減
少
に
伴
い
、
収
支
は
赤
字
で
し



　
Ｒ
３
年
度
、
国
保
納
付
金
算
定
に
お
け

る
激
変
緩
和
措
置
終
了
の
影
響
に
よ
り
、

不
足
が
生
じ
て
い
た
県
に
支
払
う
納
付
金

に
補
填
を
行
う
補
正
予
算
を
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
Ｈ
30
年
度
に

県
が
財
政
経
営
の
責
任
主
体
と
な
る
広
域

化
が
実
施
さ
れ
、
町
は
県
に
納
付
金
を
納

め
る
役
割
分
担
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｒ
２
年
度
決
算
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
医
療
給
付
費
が
抑
え
ら
れ
て
黒
字

決
算
で
し
た
が
、
国
保
税
の
未
納
額
が
６

０
０
０
万
円
余
、
軽
減
措
置
を
受
け
て
い

る
被
保
険
者
が
全
体
の
５
割
を
超
え
る
こ

と
は
、
国
保
税
が
高
い
こ
と
の
反
映
で
は
。

こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
避
け
て
ほ
し
い
こ

と
を
希
望
し
た
上
で
賛
成
」
と
の
討
論
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
者
が
年
々
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
町
独
自
の
制
度
で
継
続
を
望
み
ま
す

が
、
会
計
自
体
を
見
直
し
運
用
益
を
出
す

よ
う
な
方
向
性
を
検
討
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
」「
残
金
を
基
金
に
積
む
こ
と
を
検
討

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
」
等
の
意
見
が
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
Ｒ
２
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

「
県
広
域
の
事
業
で
あ
り
、
町
の
裁
量
権

は
な
い
が
、
高
齢
者
医
療
の
後
退
に
な
ら

な
い
よ
う
希
望
し
て
賛
成
」「
保
険
料
の
引

き
上
げ
と
、
保
険
料
の
軽
減
特
例
の
廃
止

に
よ
り
被
保
険
者
の
負
担
増
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
反
対
」
と
賛
否
両
論
の
意
見
が
出

ま
し
た
が
、
挙
手
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

セーフティーネットとしての役割をセーフティーネットとしての役割をセーフティーネットとしての役割を

生活文教常任委員会生活文教常任委員会

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
賛
否
意
見
割
れ

①
期
待
さ
れ
る
　ハ
イ
ム
天
白

②
最
終
処
分
場
問
題
で
附
帯
控
訴

③
国
保
税
の
未
納
額
６
千
万
円
余

④
交
通
災
害
共
済
加
入
者
減
の
対
策
を

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計

Ｒ
３
年
度
補
正
予
算
の
可
決
及
び
Ｒ
２
年

度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
全
会
一
致
で
行

い
ま
し
た
。

　
Ｒ
３
年
３
月
末
の
入
所
者
は
、
男
女
別

内
訳
で
男
性
が
14
人
、
女
性
が
42
人
。
町

内
に
住
居
が
あ
る
方
が
45
人
。
平
均
年
齢

は
85
才
７
ヶ
月
、
平
均
介
護
度
は
「
３
・

94
」。入
所
待
機
者
は
75
人
。
Ｒ
２
年
度
は
、

居
室
換
気
設
備
工
事
に
よ
る
環
境
整
備
や
、

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
の
遠
隔
面
会
機

器
の
購
入
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
県
内
唯
一
の
公
的
な
特
養
で
、利
用
者

家
族
や
町
民
の
期
待
は
大
き
い
。
職
員
の

努
力
は
大
変
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
を

含
め
た
、
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
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敦
賀
市
と
当
町
で
係
争
中
の
「
　
事
務

管
理
費
用
償
還
等
請
求
事
件
」
に
つ
い
て
、

今
年
３
月
、
町
に
１
４
０
万
円
余
り
の
支

払
い
を
命
ず
る
福
井
地
裁
判
決
が
下
さ
れ

ま
し
た
が
、
敦
賀
市
が
不
服
と
し
て
控
訴
。

そ
こ
で
当
町
も
控
訴
審
に
お
い
て
附
帯
控

訴
を
提
起
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　
討
論
で
は
、
「
自
治
体
間
の
裁
判
で
あ

り
歩
み
寄
り
も
模
索
さ
れ
る
な
か
、
一
方

的
に
控
訴
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
。
附
帯
控

訴
は
致
し
方
な
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和３年10月22日

県内唯一の公的特養老人ホーム県内唯一の公的特養老人ホーム

　「
事
務
管
理
費
用
償
還
等
請
求
事
件
」

　
過
去
に
町
が
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
灰
を

処
理
委
託
し
て
い
た
敦
賀
市
の
民
間
業
者

が
、
倒
産
。
福
井
県
が
応
急
対
策
の
代
執

行
を
行
い
、
地
元
の
敦
賀
市
に
も
費
用
負

担
を
求
め
ま
し
た
が
、
そ
の
費
用
を
下
諏

訪
町
と
、
当
該
処
分
場
に
搬
入
し
て
い
た

他
５
団
体
に
請
求
し
て
い
る
案
件



　これまで、当議会では、決算審査は「一般会計」
「特別会計」の２つの特別委員会で、また、予算審
査は２つの常任委員会で審査してきた経過があり
ます。予算や決算という一つの議案を、分割して
それぞれの委員会へ付託してきたのです。この方
法は、「議案は一体不可分のもので、これを分割
して扱うことはできないとする原則」に反するも
のでした。委員会において修正案提出が出来にく

今議会より予算決算審査 特別委員会で審査、認定
令和２年度一般会計決算

今議会より予算決算審査 特別委員会で審査、認定
令和２年度一般会計決算

今議会より予算決算審査 特別委員会で審査、認定
令和２年度一般会計決算

児童・生徒一人に一台のタブレット配備
　　　　　　　　　　　　　　約8700万円

　国のＧＩＧＡスクール構想に沿い、小中学校の
コンピューター教育実施に向けた環境整備が進め
られました。児童・生徒に一台ずつのタブレット
配備や、使用のための環境整備が行われました。

Ｒ２年度一般会計決算認定に対する討論

　　　　・健康スポーツ施設整備に多額がかけられたが、町民の理解が得られたかは疑問。
　　　　・個人情報の保護や利用範囲の拡大に対して、不安や不信感が払拭できない中で、その経費はほぼ
　　　　　国の交付金によるものとはいえ、マイナンバーカード普及に手間がかけられたことは、納得しか
　　　　　ねる。
　　　　・コロナ対策に、財政確保も含めて、町独自策がもっと必要だったのでは。

　　　　・補正予算を何度も積み上げ、難題のコロナ対策に取り組み、苦難を強いられた町民、事業者、町
　　　　　外に住む学生への支援に寄与された。
　　　　・防災資機材やシステム整備が進められ、防災力向上が図られた。
　　　　・ふるさとまちづくり寄附金約2060万円は、日頃の苦労の積み重ねと評価する。
　　　　・マイナンバーカードの健康保険証としての運用開始に向け、出張申請サポートを行うなど、更な
　　　　　るカード普及に努められた。

　採決の結果、賛成多数で、認定しました。

一般会計補正予算審査も、９月定例会から予算決算審査特別委員会により審査が行われることになりました。
①ものづくり支援センターの実施する「新型コロナウイルス感染症予防対策支援事業」に対する補助金な
　ど約1742万円の補正
②８月の大雨被害を受けた各所の復旧費、コロナで最も影響を受けている飲食店を応援する第５弾キャン
　ペーンの委託料など、計１億1700万円の補正

上記の補正予算を、全会一致で可決しました。

緊急経済対策費　　　総額１億1424万円

　コロナ対策として、しもすわテイクアウト
応援キャンペーン691万円、プレミアム付商品
券販売事業8793万円、商工会議所コロナウイ
ルス地域経済対策支援事業補助金590万円他。
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金」等を受け、コロナ禍での経済
喚起が図られました。

健康スポーツ施設整備事業　　　　約２億4000万円

　「健康スポーツゾーン構想」の総仕上げとして、諏訪湖
畔に、健康ステーション、健康フィールド、フットサルコ
ートが整備されました。

大切な税金は、
どこに
使われたの？ コロナで

大変な一年
だったけど・・・・
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賛成

反対

い、委員会での採決結果が異なる場合の対応方法
が不明等の課題も含んでおり、議会改革の取り組
みの一つとして、この間議論を進めてきました。
　今回の決算審査から予算決算審査特別委員会を
設置し、分科会審査を経て特別委員会で一括審議
をすることとしました。今回の審査を総括し、さ
らに改善を図って参ります。

道路維持補修事業費　　　　　約13億9370万円

　そのうち道路維持小規模補修工事費が約2997万円で、
112件のうち区からの要望100件（町管理施設は64件）。
道路段差解消、舗装、側溝の蓋修繕等で対応済み。残
りは国、県と協議しています。

四ツ角ポケットパーク整備事業費　1831万円
四ツ角駐車場トイレ整備事業費　　3449万円
御田町用地購入・整備事業費　　　1071万円

　四ツ角駐車場の改修により、大型バス等の進入
路の確保が出来るようになり、観光拠点として大
いに期待されます。

町道湖岸通り線等街路灯整備工事費
　　　　　　　　　　　　　約5635万円

個人番号関連事業　　　　　約1150万円

 マイナンバーカード普及が進められ、町の
カード普及率は36.0％になりました（全国平
均はほぼ同率、県平均は31.7%）。
　事業に関わる財源は、ほぼ国からの交付金
です。
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　　　　・個人情報の保護や利用範囲の拡大に対して、不安や不信感が払拭できない中で、その経費はほぼ
　　　　　国の交付金によるものとはいえ、マイナンバーカード普及に手間がかけられたことは、納得しか
　　　　　ねる。
　　　　・コロナ対策に、財政確保も含めて、町独自策がもっと必要だったのでは。

　　　　・補正予算を何度も積み上げ、難題のコロナ対策に取り組み、苦難を強いられた町民、事業者、町
　　　　　外に住む学生への支援に寄与された。
　　　　・防災資機材やシステム整備が進められ、防災力向上が図られた。
　　　　・ふるさとまちづくり寄附金約2060万円は、日頃の苦労の積み重ねと評価する。
　　　　・マイナンバーカードの健康保険証としての運用開始に向け、出張申請サポートを行うなど、更な
　　　　　るカード普及に努められた。

　採決の結果、賛成多数で、認定しました。

一般会計補正予算審査も、９月定例会から予算決算審査特別委員会により審査が行われることになりました。
①ものづくり支援センターの実施する「新型コロナウイルス感染症予防対策支援事業」に対する補助金な
　ど約1742万円の補正
②８月の大雨被害を受けた各所の復旧費、コロナで最も影響を受けている飲食店を応援する第５弾キャン
　ペーンの委託料など、計１億1700万円の補正

上記の補正予算を、全会一致で可決しました。

緊急経済対策費　　　総額１億1424万円

　コロナ対策として、しもすわテイクアウト
応援キャンペーン691万円、プレミアム付商品
券販売事業8793万円、商工会議所コロナウイ
ルス地域経済対策支援事業補助金590万円他。
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金」等を受け、コロナ禍での経済
喚起が図られました。

健康スポーツ施設整備事業　　　　約２億4000万円

　「健康スポーツゾーン構想」の総仕上げとして、諏訪湖
畔に、健康ステーション、健康フィールド、フットサルコ
ートが整備されました。

大切な税金は、
どこに
使われたの？ コロナで

大変な一年
だったけど・・・・
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賛成

反対

い、委員会での採決結果が異なる場合の対応方法
が不明等の課題も含んでおり、議会改革の取り組
みの一つとして、この間議論を進めてきました。
　今回の決算審査から予算決算審査特別委員会を
設置し、分科会審査を経て特別委員会で一括審議
をすることとしました。今回の審査を総括し、さ
らに改善を図って参ります。

道路維持補修事業費　　　　　約13億9370万円

　そのうち道路維持小規模補修工事費が約2997万円で、
112件のうち区からの要望100件（町管理施設は64件）。
道路段差解消、舗装、側溝の蓋修繕等で対応済み。残
りは国、県と協議しています。

四ツ角ポケットパーク整備事業費　1831万円
四ツ角駐車場トイレ整備事業費　　3449万円
御田町用地購入・整備事業費　　　1071万円

　四ツ角駐車場の改修により、大型バス等の進入
路の確保が出来るようになり、観光拠点として大
いに期待されます。

町道湖岸通り線等街路灯整備工事費
　　　　　　　　　　　　　約5635万円

個人番号関連事業　　　　　約1150万円

 マイナンバーカード普及が進められ、町の
カード普及率は36.0％になりました（全国平
均はほぼ同率、県平均は31.7%）。
　事業に関わる財源は、ほぼ国からの交付金
です。



問
　
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
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等

の
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の
把
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こ
ど
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課
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Ｐ
Ｔ
Ａ
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。

問
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教
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こ
ど
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課
長
　
広
報
紙
や
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P
等
で
補
助
事
業
を
お
知
ら

せ
。
児
童
・
生
徒
に
は
身
を
守

る
行
動
を
取
る
よ
う
指
導
。

建
設
水
道
課
長
　
道
路
対
策
は
、

町
管
理
で
は
24
箇
所
の
う
ち
18

箇
所
は
対
応
済
、
残
る
８
箇
所

は
計
画
的
に
順
次
対
応
す
る
。

問
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ブ
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ッ
ク
塀
等
除
去

工
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補
助
の
利
用
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
Ｈ
30
年
度
よ

り
補
助
対
応
。
現
在
ま
で
に
総

計
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件
、
約
４
７
７
万
円
の
補

助
を
行
っ
た
。

問
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を
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砂
崎
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認
し
な
が
ら
研
究
を
行
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問
　
オ
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ピ
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ク
事
前
合
宿

事
業
に
伴
う
町
民
の
声
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
受
け
入
れ

表
明
当
初
は
厳
し
い
意
見
も
あ

っ
た
が
、
合
宿
中
は
好
意
的
な

声
が
多
か
っ
た
。
合
宿
後
は
特

段
届
い
て
い
な
い
。

問
　
オ
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ピ
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事
前
合
宿

後
の
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
未
来
の
活
用
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
団
よ
り
「
す
ば
ら
し

い
施
設
」
と
評
価
さ
れ
た
。
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
は
カ
ヌ
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で
も
利

用
し
た
の
で
、
今
後
は
ボ
ー
ト

以
外
で
の
活
用
も
模
索
す
る
。
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国
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の
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育
こ
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も
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長
　
イ
タ
リ
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、

ア
ル
ゼ
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チ
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一
過
性
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も
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に
な
ら
な
い
よ
う
、
継

続
的
な
交
流
を
考
え
て
い
る
。

問
　
随
意
契
約
に
お
け
る
基
本

的
な
町
の
姿
勢
と
考
え
方
は
。

ま
た
、
１
０
０
０
万
円
以
上
の

随
意
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約
件
数
と
入
札
制
度
に

よ
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な
い
理
由
は
。

総
務
課
長
　
契
約
の
基
本
原
則

は
競
争
入
札
に
よ
る
。
随
意
契

約
は
例
外
的
な
方
法
。
Ｈ
30
年

19
件
、
Ｒ
元
年
17
件
、
Ｒ
２
年

度
は
30
件
で
あ
っ
た
が
、
技
術

の
特
殊
性
、
緊
急
性
を
客
観
的
、

総
合
的
に
判
断
し
て
契
約
。

問
　
住
民
監
査
請
求
に
対
す
る

監
査
委
員
の
意
見
書
に
あ
る
、

随
意
契
約
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
の
町
の

考
え
方
は
。

町
長
　
諏
訪
地
域
は
商
圏
が
重

複
し
て
お
り
、
広
域
に
ま
た
が

る
契
約
案
件
が
あ
る
。
６
市
町

村
で
の
調
整
も
必
要
。
自
治
法

を
根
拠
に
契
約
し
て
お
り
、
随

意
契
約
で
も
透
明
性
・
経
済
性

に
配
慮
し
て
い
る
。

問
　
再
度
問
う
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
導
入
す
る
考
え
は
。

町
長
　
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
従
う
だ
け
。

問
　
諏
訪
バ
イ
パ
ス
に
対
す
る

意
見
の
内
容
は
。

建
設
水
道
課
長
　
出
さ
れ
た
意

見
は
、
２
６
３
通
。
推
進
意
見
、

環
境
に
対
す
る
不
安
か
ら
の
調

査
に
よ
る
対
応
や
必
要
性
の
疑

問
な
ど
が
あ
っ
た
。

問
　
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
バ

イ
パ
ス
を
含
め
た
町
の
道
路
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

町
長
　
車
優
先
か
ら
歩
行
者
の

安
全
優
先
や
、
ま
ち
歩
き
観
光

促
進
と
い
う
点
か
ら
も
、
道
路

の
検
討
が
必
要
。
住
民
と
一
緒

に
考
え
た
い
。
将
来
の
下
諏
訪

を
考
え
る
上
で
、
主
要
道
路
を

使
っ
て
車
の
流
れ
を
ど
う
作
る

か
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
、
そ
の

骨
格
に
な
る
の
が
バ
イ
パ
ス
だ

と
考
え
る
。
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康
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づ
く
り

道
路
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国道20号諏訪バイパス展

各国選手団

諏訪広域的取組みも
　　　　　　　必要

随意契約のガイドラインの
　　　　　　　　　導入を

林　元夫林　元夫

地域の実情を
　　　踏まえて推進

通学路の安全対策の
　　　　　　　町の考えは

田嶋　彰田嶋　彰 町 長町 長
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問
　
耐
震
化
が
必
要
な
町
有
施

設
２
ヶ
所
の
、
今
後
の
計
画
は
。

 

総
務
課
長
　「
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」
は
、
障
が
い
者
福

祉
の
拠
点
・
災
害
時
の
障
が
い

者
支
援
拠
点
と
し
て
、
改
修
を

検
討
。「
錬
成
の
家
」は
廃
止
の

方
向
。

問
　
公
会
所
整
備
補
助
拡
大
は
。

総
務
課
長
　
必
要
に
応
じ
て
補

助
対
象
事
業
の
追
加
、
補
助

率
・
限
度
額
の
見
直
し
を
図
る
。

問
　「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ぴ
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
」の
取
組
み
は
。

総
務
課
長
　
来
年
度
中
に
計
27

種
類
の
手
続
き
を
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
可
能
に
す
る
予
定
。

問
　
み
ず
べ
公
園
で
の
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
泊
を
有
料
施
設
に
。

建
設
水
道
課
長
　
人
家
近
く
で
、

有
料
車
中
泊
の
設
定
は
難
し
い
。

問
　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
返
礼

品
に
赤
砂
崎
車
中
泊
滞
在
券
を
。

建
設
水
道
課
長
　
検
討
す
る
。

問
　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
利

用
推
進
に
役
立
つ
情
報
等
は
。

総
務
課
長
　
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券

等
返
礼
品
追
加
を
実
施
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
も
検
討
。

問
　
太
陽
光
発
電
の
規
制
は
。

住
民
環
境
課
長
　
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
規
制
中
。
庁
内
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
専
門
部
会
で
、
条

例
化
も
視
野
に
入
れ
、
検
討
中
。

問
　
当
町
の
水
は
美
味
し
い
と

実
感
し
て
い
る
。
安
全
安
心
な

水
源
の
保
全
の
取
り
組
み
は
。

建
設
水
道
課
長
　
８
水
源
全
て

水
質
検
査
を
実
施
。
県
の
「
豊

か
な
水
資
源
保
全
に
関
す
る
条

例
」
で
「
汁
垂
水
源
」
を
保
全
。

問
　
６
月
に
八
街
市
で
小
学
生

５
人
死
傷
の
通
学
路
飲
酒
事
故
。

安
全
対
策
と
飲
酒
運
転
根
絶
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
点
検
実
施
。

建
設
水
道
課
長
　
警
察
と
連
携
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
、
住
民

の
声
を
生
か
す
方
策
は
。

町
長
　
様
々
い
た
だ
く
町
の
皆

さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　９月定例会では、12人が一般質問を行い
ました。

下諏訪町議会のホームページか
ら一般質問の詳細や録画を見る
ことができます。
パソコンやスマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

計画的な改修で
　　　　安全を確保

耐震改修促進計画の
　　　　　　進捗状況は

野沢 弘子野沢 弘子建設水道課長

1978国体漕艇 県選抜優勝
　　　　　思い出の「錬成の家」
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８ｐ　　　 野沢　弘子　

９ｐ　　　 林　　元夫

　　　　　 田嶋　　彰

10ｐ　　　 岩村　清司

　　　　　 松井　節夫

11ｐ　　　 青木　利子

　　　　　 中村　光良

12ｐ　　　 樽川　信仁

　　　　　 金井　敬子

13ｐ　　　 増沢　昌明

　　　　　 中山　　透

14ｐ　　　 大橋　和子

「耐震改修促進計画の進捗状況は」

「随意契約のガイドラインの導入を」

「通学路の安全対策の町の考えは」

「２市１町合併を進める気持ちはあるか」

「下屋敷の町道路面陥没の状況は」

「障がい者福祉推進宣言を広域で」

「黒曜石への取組みで長和町と連携を」

「諏訪湖環境の改善についての対策は」

「バリアフリーのまちづくり　現状と課題は」

「核兵器禁止条約参加についての見解は」

「町の配信メールに込めた町長の思いは」

「情報教育の功罪は」
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ゼ
ン
チ
ン
と
の
交
流
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
イ
タ
リ
ア
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
は
、
一
過
性

の
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
継

続
的
な
交
流
を
考
え
て
い
る
。

問
　
随
意
契
約
に
お
け
る
基
本

的
な
町
の
姿
勢
と
考
え
方
は
。

ま
た
、
１
０
０
０
万
円
以
上
の

随
意
契
約
件
数
と
入
札
制
度
に

よ
ら
な
い
理
由
は
。

総
務
課
長
　
契
約
の
基
本
原
則

は
競
争
入
札
に
よ
る
。
随
意
契

約
は
例
外
的
な
方
法
。
Ｈ
30
年

19
件
、
Ｒ
元
年
17
件
、
Ｒ
２
年

度
は
30
件
で
あ
っ
た
が
、
技
術

の
特
殊
性
、
緊
急
性
を
客
観
的
、

総
合
的
に
判
断
し
て
契
約
。

問
　
住
民
監
査
請
求
に
対
す
る

監
査
委
員
の
意
見
書
に
あ
る
、

随
意
契
約
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
の
町
の

考
え
方
は
。

町
長
　
諏
訪
地
域
は
商
圏
が
重

複
し
て
お
り
、
広
域
に
ま
た
が

る
契
約
案
件
が
あ
る
。
６
市
町

村
で
の
調
整
も
必
要
。
自
治
法

を
根
拠
に
契
約
し
て
お
り
、
随

意
契
約
で
も
透
明
性
・
経
済
性

に
配
慮
し
て
い
る
。

問
　
再
度
問
う
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
導
入
す
る
考
え
は
。

町
長
　
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
従
う
だ
け
。

問
　
諏
訪
バ
イ
パ
ス
に
対
す
る

意
見
の
内
容
は
。

建
設
水
道
課
長
　
出
さ
れ
た
意

見
は
、
２
６
３
通
。
推
進
意
見
、

環
境
に
対
す
る
不
安
か
ら
の
調

査
に
よ
る
対
応
や
必
要
性
の
疑

問
な
ど
が
あ
っ
た
。

問
　
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
バ

イ
パ
ス
を
含
め
た
町
の
道
路
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

町
長
　
車
優
先
か
ら
歩
行
者
の

安
全
優
先
や
、
ま
ち
歩
き
観
光

促
進
と
い
う
点
か
ら
も
、
道
路

の
検
討
が
必
要
。
住
民
と
一
緒

に
考
え
た
い
。
将
来
の
下
諏
訪

を
考
え
る
上
で
、
主
要
道
路
を

使
っ
て
車
の
流
れ
を
ど
う
作
る

か
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
、
そ
の

骨
格
に
な
る
の
が
バ
イ
パ
ス
だ

と
考
え
る
。

9

安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り

健
康
な
町
づ
く
り

道
路
ビ
ジ
ョ
ン
は

国道20号諏訪バイパス展

各国選手団

諏訪広域的取組みも
　　　　　　　必要

随意契約のガイドラインの
　　　　　　　　　導入を

林　元夫林　元夫

地域の実情を
　　　踏まえて推進

通学路の安全対策の
　　　　　　　町の考えは

田嶋　彰田嶋　彰 町 長町 長
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問
　
今
年
度
も
後
半
を
迎
え
る

が
、
黒
曜
石
を
テ
ー
マ
に
し
た

行
事
計
画
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
諏
訪
大
社
や

「
矢
の
根
や
」
を
見
学
し
た
後

「
星
ヶ
塔
遺
跡
」
を
見
学
す
る

ツ
ア
ー
を
５
回
計
画
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
放
送
の
影
響
も
あ
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど

の
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
長
和
町
に
「
矢
の
根
や
」

と
同
様
な
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ラ
イ
バ
ル
関
係
を
避
け
、

相
互
連
携
を
構
築
す
べ
き
だ
。

町
長
　
長
和
町
と
連
携
し
た
観

光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
へ
調

整
し
て
い
る
。
下
諏
訪
町
を
発

着
点
に
、
両
町
の
施
設
を
巡
り
、

黒
曜
石
を
使
っ
た
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
。

問
　
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て

和
田
宿
か
ら
奈
良
井
宿
あ
た
り

ま
で
観
光
客
に
足
を
の
ば
し
て

頂
け
る
よ
う
、
相
互
連
携
を
構

築
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

が
。

産
業
振
興
課
長
　
来
年
の
御
柱

祭
を
契
機
と
し
た
連
携
に
つ
い

て
模
索
す
る
と
と
も
に
、
町
の

魅
力
や
特
徴
を
生
か
し
た
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
継
続
的
な
事
業

に
展
開
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

問
　
８
月
の
豪
雨
災
害
時
で
の

避
難
所
の
様
子
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
町
体
育
館
は
テ
レ

ビ
が
な
く
、
最
新
情
報
を
望
む

声
や
不
安
の
声
が
あ
っ
た
の
で
、

防
災
ラ
ジ
オ
を
追
加
し
た
。

問
　
避
難
所
な
ど
に
備
蓄
品
リ

ス
ト
が
あ
る
と
有
効
で
は
。

総
務
課
長
　
現
在
の
リ
ス
ト
は

見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

出
来
る
だ
け
早
く
手
直
し
し
て

町
内
各
避
難
所
の
備
蓄
品
箱
に

備
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
社
会
の
構
造
が
、
健
常
者

を
基
本
と
し
た
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
障
が
い
が
あ
る

人
に
と
っ
て
健
常
者
と
平
等
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
活
動

に
、
不
合
理
な
点
が
あ
る
。
町

は
障
が
い
の
あ
る
人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る

が
。

町
長
　
私
の
公
約
で
も
あ
る
。

基
本
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
政

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
勿

論
だ
が
、
ハ
ー
ド
面
や
、
ソ
フ

ト
面
の
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

目
指
し
、
全
て
の
方
々
が
平
等

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

問
　
第
９
次
高
齢
者
福
祉
計
画

策
定
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
内
容

は
。

保
健
福
祉
課
長
　
認
知
症
予
防

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
理

解
が
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
声
、
自
宅
生
活
を
継
続
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
声

な
ど
が
あ
っ
た
。

問
　
現
在
、
諏
訪
市
が
宣
言
し

て
い
る
、「
障
が
い
者
福
祉
推

進
都
市
宣
言
」
を
、
広
域
で
提

案
し
て
は
。

町
長
　
各
自
治
体
・
議
員
の
考

え
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
な
が
ら
。

問
　
火
災
警
報
器
設
置
義
務
化

か
ら
10
年
が
経
過
し
、
期
限
が

切
れ
る
も
の
も
あ
る
が
高
齢
者

宅
へ
の
補
助
の
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
70
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
に
は
現
物
支
給
。

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、

火
の
管
理
に
不
安
の
あ
る
人
に

は
火
災
警
報
器
購
入
を
補
助
し

て
い
る
。

近
隣
宿
場
町
と
の
連
携
を

災
害
備
蓄
品
の
リ
ス
ト
を

火
災
警
報
器
の
状
況

現在の町の宣言

星ヶ塔ミュージアム矢の根や

各自治体・議員の
　　　　　状況を聞く

障がい者福祉推進
　　　　　都市宣言を広域で

青木　利子青木　利子

共同プロモーション
　　　　　　　の実施

黒曜石への取組みで
　　　　　　長和町と連携を

中村　光良中村　光良 町 長町 長
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問
　
Ｒ
１
４
２
号
線
の
路
面
陥

没
原
因
の
町
や
県
の
分
析
は
。

建
設
水
道
課
長
　
Ｒ
１
４
２
号

線
の
古
い
石
積
が
崩
れ
て
塞
が

り
、
貯
ま
っ
た
水
が
道
路
の
盛

土
を
巻
き
込
み
土
石
流
と
な
り
、

空
洞
が
で
き
陥
没
し
た
。

問
　
小
さ
な
沢
が
崩
れ
た
が
、

堰
堤
な
ど
も
必
要
で
は
。

建
設
水
道
課
長
　
個
別
に
対
応

す
る
。

問
　
護
岸
工
事
を
終
え
た
砥
川

に
堆
積
し
た
土
砂
除
去
も
必
要
。

護
岸
基
礎
部
は
大
丈
夫
か
。

建
設
水
道
課
長
　
護
岸
の
基
礎

が
露
出
す
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
災
害
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を

町
民
に
示
し
て
欲
し
い
が
。

建
設
水
道
課
長
　
被
害
状
況
は

調
査
中
。
結
果
が
分
か
れ
ば
お

知
ら
せ
す
る
。

問
　
各
地
で
盛
土
災
害
が
出
て

い
る
。
町
屋
敷
と
向
陽
高
校
の

盛
り
土
調
査
の
進
捗
は
。

建
設
水
道
課
長
　
町
屋
敷
は
町
、

向
陽
高
校
は
県
が
、
安
定
度
調

査
を
今
年
度
中
に
行
う
。

問
　
北
小
の
杉
を
切
っ
た
の
は
。

教
育
長
　
学
校
な
ど
の
依
頼
で
、

安
全
上
、
先
端
の
枝
払
い
を
し

た
。
今
後
も
安
全
確
保
す
る
。

社
中
で
は
開
校
時
に
望
め
た
諏

訪
湖
が
今
は
見
え
な
い
。
枝
払

い
な
ど
を
す
る
。

問
　
政
府
も
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
増
や
す
た
め
政
策
を
変
更
し

た
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
、
町

も
補
助
を
で
き
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長
　
県
が
蓄
電
池

と
ソ
ー
ラ
ー
の
セ
ッ
ト
に
上
限

20
万
円
、
蓄
電
池
の
み
に
上
限

15
万
円
補
助
。
町
は
公
会
所
で

の
設
置
に
補
助
。

問
　
Ｒ
１
４
２
号
線
沿
い
の
ト

イ
レ
設
置
は
。
　

産
業
振
興
課
長
　
注
連
掛
に
大

社
の
ト
イ
レ
が
竣
工
。
樋
橋
の

公
会
所
横
に
は
、
地
権
者
と
協

議
し
て
い
る
。

護岸の基礎部が
　　　　　洗掘された

下屋敷の町道路面
　　　　　　陥没の状況は

松井 節夫松井 節夫建設水道課長

問
　
行
政
改
革
の
一
番
は
合
併

で
あ
る
と
思
う
が
、
２
市
１
町

の
合
併
を
進
め
る
気
持
ち
は
あ

る
か
。

町
長
　
相
手
の
あ
る
こ
と
で
、

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
が
語
ら
れ
、
雰
囲
気

が
生
ま
れ
て
く
る
状
況
が
必
要
。

６
市
町
村
の
首
長
の
ス
タ
ン
ス

は
、「
諏
訪
は
一
つ
」の
思
い
で

あ
る
。
商
工
会
議
所
も
同
じ
思

い
で
、
２
市
１
町
で
は
話
題
に

上
が
る
状
況
に
は
な
く
、
今
は

進
め
る
気
持
ち
は
な
い
。

問
　「
信
州
あ
い
さ
つ
運
動
」の

町
の
取
り
組
み
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
毎
年
、
７

月
・
11
月
に
下
諏
訪
駅
で
関
係

機
関
と
共
に
、
あ
い
さ
つ
を
通

し
た
街
頭
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

地
域
見
守
り
隊
に
よ
り
、
あ
い

さ
つ
・
声
掛
け
を
し
て
い
る
。

問
　
ま
ず
私
た
ち
議
員
・
役
場

職
員
が
率
先
し
て
、
今
か
ら
で

も
で
き
る「
あ
い
さ
つ
」、
そ
し

て
一
人
で
も
多
く
の
町
民
に
啓

蒙
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
庁
舎
に
お
い
て
は
実
践

し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
に

あ
い
さ
つ
す
れ
ば
町
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
う
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
課
の
取
り

組
み
状
況
は
。

総
務
課
長
　
職
員
研
修
を
10
月

中
に
実
施
し
た
い
。
Ｒ
４
年
〜

Ｒ
６
年
の
実
施
計
画
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
地
域
社
会
に
お
け
る
個
人

一
人
一
人
の
変
革
を
促
す
に
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
が

一
番
だ
と
思
う
が
、
町
全
体
に

投
げ
か
け
、
広
め
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
。

町
長
　
町
民
へ
は
、
町
の
総
合

計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

今は進める
　　　気持ちはない

２市１町合併を
　進める気持ちはあるか

岩村 清司岩村 清司

地域見守り隊での活動

Ｒ
１
４
２
号
線
道
路
陥
没
現
場

　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
管
も
露
出
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問
　
今
年
度
も
後
半
を
迎
え
る

が
、
黒
曜
石
を
テ
ー
マ
に
し
た

行
事
計
画
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
諏
訪
大
社
や

「
矢
の
根
や
」
を
見
学
し
た
後

「
星
ヶ
塔
遺
跡
」
を
見
学
す
る

ツ
ア
ー
を
５
回
計
画
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
放
送
の
影
響
も
あ
り
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど

の
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
長
和
町
に
「
矢
の
根
や
」

と
同
様
な
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ラ
イ
バ
ル
関
係
を
避
け
、

相
互
連
携
を
構
築
す
べ
き
だ
。

町
長
　
長
和
町
と
連
携
し
た
観

光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
へ
調

整
し
て
い
る
。
下
諏
訪
町
を
発

着
点
に
、
両
町
の
施
設
を
巡
り
、

黒
曜
石
を
使
っ
た
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
。

問
　
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て

和
田
宿
か
ら
奈
良
井
宿
あ
た
り

ま
で
観
光
客
に
足
を
の
ば
し
て

頂
け
る
よ
う
、
相
互
連
携
を
構

築
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

が
。

産
業
振
興
課
長
　
来
年
の
御
柱

祭
を
契
機
と
し
た
連
携
に
つ
い

て
模
索
す
る
と
と
も
に
、
町
の

魅
力
や
特
徴
を
生
か
し
た
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
継
続
的
な
事
業

に
展
開
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

問
　
８
月
の
豪
雨
災
害
時
で
の

避
難
所
の
様
子
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
町
体
育
館
は
テ
レ

ビ
が
な
く
、
最
新
情
報
を
望
む

声
や
不
安
の
声
が
あ
っ
た
の
で
、

防
災
ラ
ジ
オ
を
追
加
し
た
。

問
　
避
難
所
な
ど
に
備
蓄
品
リ

ス
ト
が
あ
る
と
有
効
で
は
。

総
務
課
長
　
現
在
の
リ
ス
ト
は

見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

出
来
る
だ
け
早
く
手
直
し
し
て

町
内
各
避
難
所
の
備
蓄
品
箱
に

備
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
社
会
の
構
造
が
、
健
常
者

を
基
本
と
し
た
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
障
が
い
が
あ
る

人
に
と
っ
て
健
常
者
と
平
等
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
活
動

に
、
不
合
理
な
点
が
あ
る
。
町

は
障
が
い
の
あ
る
人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る

が
。

町
長
　
私
の
公
約
で
も
あ
る
。

基
本
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
政

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
勿

論
だ
が
、
ハ
ー
ド
面
や
、
ソ
フ

ト
面
の
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

目
指
し
、
全
て
の
方
々
が
平
等

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

問
　
第
９
次
高
齢
者
福
祉
計
画

策
定
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
内
容

は
。

保
健
福
祉
課
長
　
認
知
症
予
防

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
理

解
が
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
声
、
自
宅
生
活
を
継
続
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
声

な
ど
が
あ
っ
た
。

問
　
現
在
、
諏
訪
市
が
宣
言
し

て
い
る
、「
障
が
い
者
福
祉
推

進
都
市
宣
言
」
を
、
広
域
で
提

案
し
て
は
。

町
長
　
各
自
治
体
・
議
員
の
考

え
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
な
が
ら
。

問
　
火
災
警
報
器
設
置
義
務
化

か
ら
10
年
が
経
過
し
、
期
限
が

切
れ
る
も
の
も
あ
る
が
高
齢
者

宅
へ
の
補
助
の
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
70
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
に
は
現
物
支
給
。

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、

火
の
管
理
に
不
安
の
あ
る
人
に

は
火
災
警
報
器
購
入
を
補
助
し

て
い
る
。

近
隣
宿
場
町
と
の
連
携
を

災
害
備
蓄
品
の
リ
ス
ト
を

火
災
警
報
器
の
状
況

現在の町の宣言

星ヶ塔ミュージアム矢の根や

各自治体・議員の
　　　　　状況を聞く

障がい者福祉推進
　　　　　都市宣言を広域で

青木　利子青木　利子

共同プロモーション
　　　　　　　の実施

黒曜石への取組みで
　　　　　　長和町と連携を

中村　光良中村　光良 町 長町 長
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問
　
夏
休
み
中
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
活
用
は
。

教
育
長
　
現
状
、
校
内
利
用
が

中
心
。
準
備
が
整
え
ば
持
ち
帰

り
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
児
童
・
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
状
況
は
。

教
育
長
　
小
学
校
低
学
年
は
、

教
科
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
写
真

を
撮
っ
て
提
出
。
高
学
年
は
、

タ
イ
ピ
ン
グ
・
チ
ャ
ッ
ト
を
使

用
。
中
学
生
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
課
題

は
。

教
育
長
　
周
辺
整
備
・
持
ち
帰

り
用
の
予
備
充
電
器
等
が
課
題
。

問
　
教
員
の
技
能
習
得
は
。

教
育
長
　
厳
し
い
と
の
声
も
あ

る
が
、
担
当
の
先
生
等
中
心
に
、

技
能
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
今
後
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持

ち
帰
り
は
。

教
育
長
　
臨
時
休
校
時
や
、
９

月
に
入
っ
て
か
ら
は
状
況
を
見

て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
学
校
行
事
の
中
止
は
。

教
育
長
　
今
の
と
こ
ろ
中
止
は

な
い
。
代
替
行
事
に
な
っ
た
時

は
思
い
出
に
残
る
様
に
し
た
い
。

問
　
町
内
在
住
の
教
職
員
の
感

染
が
報
道
さ
れ
た
が
、
町
の
対

応
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
町
内
４
校

に
勤
務
す
る
教
職
員
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
情
報
発
信
は
行
っ

て
い
な
い
。

問
　
気
象
警
報
発
信
の
違
い
は
。

総
務
課
長
　
現
在
市
町
村
単
位

で
発
令
し
て
い
る
。
当
町
は
気

象
災
害
が
少
な
い
こ
と
も
要
因
。

現
地
確
認
を
し
な
が
ら
小
規
模

な
も
の
も
報
告
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
為
に
保
育
士
を
。

町
長
　
適
切
に
採
用
し
て
い
く
。

問
　
持
続
化
給
付
金
支
給
申
請

と
不
給
付
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
法
人
２
０
０

万
円
・
個
人
１
０
０
万
円
の
給

付
を
受
け
る
も
の
で
、
２
月
15

日
で
終
了
し
た
が
、
申
請
数
や

不
給
付
数
に
つ
い
て
は
、
県
市

町
村
を
経
由
し
な
い
こ
と
か
ら

自
治
体
別
デ
ー
タ
は
な
い
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
10
月
上
旬
ま

で
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者

の
８
割
弱
に
相
当
す
る
供
給
量

が
あ
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
国
は
全
国
の
学
校
に
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
80
万
回
分
を
配
布

し
た
が
、
当
町
で
は
。

教
育
長
　
９
月
中
旬
に
は
70
回

分
届
く
の
で
各
校
に
配
布
し
、

緊
急
の
場
合
に
使
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
は
「
禁
止
と

い
う
言
葉
の
海
」
に
投
げ
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に

大
切
に
す
る
こ
と
は
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
や
意
欲
を
認
め
な
が
ら
、
関

わ
り
方
を
考
え
て
い
く
時
期
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
元
気
で

必
ず
乗
り
切
っ
て
く
れ
る
。

 

問
　
中
断
し
て
い
る
広
島
体
験

研
修
等
に
代
わ
る
平
和
研
修
は
。

教
育
長
　
中
学
校
で
は
映
像
な

ど
で
平
和
学
習
の
時
間
に
学
習

し
て
い
る
。
小
学
校
で
は
千
羽

鶴
折
り
を
し
て
、「
原
爆
の
子
の

像
」
に
奉
納
す
る
予
定
。
そ
の

時
、「
禎
子
さ
ん
」
に
関
す
る
資

料
を
配
布
。

問
　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策

定
事
業
」は
、
こ
れ
ま
で
の「
街

な
み
環
境
整
備
事
業
」
と
ど
う

違
う
の
か
。

町
長
　
現
在
進
め
て
い
る
事
業

の
延
長
と
し
て
、
秋
宮
周
辺
の

エ
リ
ア
を
20
年
先
の
ま
ち
づ
く

り
に
考
え
を
及
ば
せ
て
い
く
た

め
の
事
業
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

安
心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り

職
員
採
用
に
つ
い
て

広島原爆ドーム

平和首長会議の
　　　　　動向に従う 

核兵器禁止条約参加
　　　　　についての見解は

増沢 昌明増沢 昌明

レベル５を
　　　理解してほしい

町の配信メールに込めた
　　　　　　　町長の思いは

中山　透中山　透 町 長町 長
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問
　
現
在
の
公
共
施
設
や
公
道

が
、
障
が
い
の
あ
る
方
含
め
実

際
に
利
用
さ
れ
る
側
か
ら
見
て

ど
う
な
の
か
を
、
定
期
的
・
継

続
的
・
客
観
的
に
点
検
・
検
証

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

一
定
期
間
を
経
る
ご
と
に
、
課

題
の
洗
い
出
し
と
対
策
検
討
を

す
べ
き
で
は
。

町
長

　今
後
庁
内
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
の
点
検
・
巡
視
・
課
題

の
洗
い
出
し
・
解
決
を
図
っ
て

い
く
。
直
ち
に
解
決
で
き
な
い

も
の
も
あ
る
が
、
時
間
を
か
け

て
で
も
や
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
以
前
求
め
た
、
補
聴
器
に

対
す
る
補
助
制
度
の
調
査
・
検

討
は
。

保
健
福
祉
課
長

　特
に
国
の
動

き
が
な
い
。
県
内
で
補
助
す
る

自
治
体
は
あ
る
が
、「
加
齢
」

へ
の
対
応
に
は
、
老
眼
鏡
や
杖

な
ど
も
あ
て
は
ま
る
の
で
、
情

報
を
得
て
い
く
。

問
　
役
場
窓
口
等
に
、
聞
こ
え

を
改
善
す
る
、「
耳
に
つ
け
な

い
卓
上
型
対
話
支
援
シ
ス
テ

ム
」
の
導
入
は
、
い
か
が
か
。

保
健
福
祉
課
長

　検
討
し
た
が
、

周
囲
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
う

の
で
、
福
祉
の
窓
口
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
。
職
員
提
案
の
あ
っ
た
、

音
声
認
識
で
文
字
を
伝
え
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
く
。

問
　
お
盆
の
豪
雨
時
、
町
か
ら

の
情
報
発
信
の
遅
さ
や
内
容
の

不
充
分
さ
を
感
じ
、
早
急
の
改

善
を
求
め
た
い
。
今
回
の
豪
雨

に
お
け
る
情
報
発
信
を
、
ど
う

振
り
返
る
か
。

総
務
課
長

　情
報
確
認
作
業
に

時
間
が
か
か
り
、
人
手
不
足
も

あ
り
、
遅
さ
が
あ
っ
た
こ
と
は

否
め
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
災
害
対
策
仕
様
」
へ
の
切
り

替
え
に
は
操
作
上
の
ネ
ッ
ク
が

確
認
さ
れ
た
の
で
、
直
ち
に
改

善
し
て
い
く
。

指摘には
　　その都度対応　

バリアフリーのまちづくり
　　　　　　　現状と課題は　

金井 敬子金井 敬子 産業振興課長

問
　
魚
類
増
殖
支
援
の
方
法
は
。

産
業
振
興
課
長

　昨
年
は
漁
協

に
70
万
円
の
補
助
金
を
出
し

た
。

問
　
外
来
魚
駆
除
対
策
に
は
。

産
業
振
興
課
長

　こ
ち
ら
も
30

万
円
の
補
助
金
を
出
し
た
。

問
　
各
区
へ
の
対
策
や
工
夫
は
。

保
健
福
祉
課
長

　各
区
に
違
い

は
あ
る
が
、
町
内
会
や
民
生
委

員
の
協
力
も
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
民
生
委
員
に
求
め
る
役
割

は
。

保
健
福
祉
課
長

　年
に
10
回
の

定
例
会
を
通
し
て
、
細
か
い
内

容
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

問
　
平
日
の
災
害
対
策
の
課
題
。

総
務
課
長

　地
元
に
い
る
消
防

団
員
・
防
災
士
等
の
協
力
を
得

て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

問
　
防
災
意
識
日
本
一
の
方
策

は
。

町
長

　自
助
が
第
一
で
あ
る
。

そ
の
意
識
を
一
人
一
人
が
持
っ

て
、
共
助
・
公
助
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
最
も
大
事
な
こ
と
と

考
え
る
。

問
　
若
年
層
対
策
の
方
法
は
。

建
設
水
道
課
長

　広
報
誌
を
発

行
し
情
報
発
信
を
促
し
て
い
る

が
、
何
度
で
も
説
明
し
て
い
く

覚
悟
で
あ
る
。
人
を
集
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
出
向
く
。

問
　
早
期
着
工
の
手
立
て
は
。

町
長

　住
民
の
不
信
不
満
を
払

拭
す
る
た
め
の
丁
寧
な
説
明
会

を
開
き
、
多
く
の
賛
同
を
得
て

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
観
光
ル
ー
ト
の
目
玉
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
振
興
局

を
中
心
に
、
町
の
商
品
を
活
用

し
、
稼
げ
る
下
諏
訪
町
を
目
指

し
て
い
く
。

魚類増殖事業の
　　　　支援がある

諏訪湖環境の改善に
　　　　　ついての対策は

樽川 信仁樽川 信仁

「みなさん
　なるべく食べましょう!」

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
災
害
対
策
仕
様
」
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
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町 長

高
齢
化
の
課
題
に
つ
い
て

バ
イ
パ
ス
対
策
の
課
題

的
確
な
情
報
発
信
を

観
光
振
興
の
取
り
組
み



問
　
夏
休
み
中
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
活
用
は
。

教
育
長
　
現
状
、
校
内
利
用
が

中
心
。
準
備
が
整
え
ば
持
ち
帰

り
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
児
童
・
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
状
況
は
。

教
育
長
　
小
学
校
低
学
年
は
、

教
科
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
写
真

を
撮
っ
て
提
出
。
高
学
年
は
、

タ
イ
ピ
ン
グ
・
チ
ャ
ッ
ト
を
使

用
。
中
学
生
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
課
題

は
。

教
育
長
　
周
辺
整
備
・
持
ち
帰

り
用
の
予
備
充
電
器
等
が
課
題
。

問
　
教
員
の
技
能
習
得
は
。

教
育
長
　
厳
し
い
と
の
声
も
あ

る
が
、
担
当
の
先
生
等
中
心
に
、

技
能
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
今
後
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持

ち
帰
り
は
。

教
育
長
　
臨
時
休
校
時
や
、
９

月
に
入
っ
て
か
ら
は
状
況
を
見

て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
学
校
行
事
の
中
止
は
。

教
育
長
　
今
の
と
こ
ろ
中
止
は

な
い
。
代
替
行
事
に
な
っ
た
時

は
思
い
出
に
残
る
様
に
し
た
い
。

問
　
町
内
在
住
の
教
職
員
の
感

染
が
報
道
さ
れ
た
が
、
町
の
対

応
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
町
内
４
校

に
勤
務
す
る
教
職
員
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
情
報
発
信
は
行
っ

て
い
な
い
。

問
　
気
象
警
報
発
信
の
違
い
は
。

総
務
課
長
　
現
在
市
町
村
単
位

で
発
令
し
て
い
る
。
当
町
は
気

象
災
害
が
少
な
い
こ
と
も
要
因
。

現
地
確
認
を
し
な
が
ら
小
規
模

な
も
の
も
報
告
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
為
に
保
育
士
を
。

町
長
　
適
切
に
採
用
し
て
い
く
。

問
　
持
続
化
給
付
金
支
給
申
請

と
不
給
付
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長
　
法
人
２
０
０

万
円
・
個
人
１
０
０
万
円
の
給

付
を
受
け
る
も
の
で
、
２
月
15

日
で
終
了
し
た
が
、
申
請
数
や

不
給
付
数
に
つ
い
て
は
、
県
市

町
村
を
経
由
し
な
い
こ
と
か
ら

自
治
体
別
デ
ー
タ
は
な
い
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
10
月
上
旬
ま

で
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者

の
８
割
弱
に
相
当
す
る
供
給
量

が
あ
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
国
は
全
国
の
学
校
に
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
80
万
回
分
を
配
布

し
た
が
、
当
町
で
は
。

教
育
長
　
９
月
中
旬
に
は
70
回

分
届
く
の
で
各
校
に
配
布
し
、

緊
急
の
場
合
に
使
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
は
「
禁
止
と

い
う
言
葉
の
海
」
に
投
げ
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に

大
切
に
す
る
こ
と
は
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
や
意
欲
を
認
め
な
が
ら
、
関

わ
り
方
を
考
え
て
い
く
時
期
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
元
気
で

必
ず
乗
り
切
っ
て
く
れ
る
。

 

問
　
中
断
し
て
い
る
広
島
体
験

研
修
等
に
代
わ
る
平
和
研
修
は
。

教
育
長
　
中
学
校
で
は
映
像
な

ど
で
平
和
学
習
の
時
間
に
学
習

し
て
い
る
。
小
学
校
で
は
千
羽

鶴
折
り
を
し
て
、「
原
爆
の
子
の

像
」
に
奉
納
す
る
予
定
。
そ
の

時
、「
禎
子
さ
ん
」
に
関
す
る
資

料
を
配
布
。

問
　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策

定
事
業
」は
、
こ
れ
ま
で
の「
街

な
み
環
境
整
備
事
業
」
と
ど
う

違
う
の
か
。

町
長
　
現
在
進
め
て
い
る
事
業

の
延
長
と
し
て
、
秋
宮
周
辺
の

エ
リ
ア
を
20
年
先
の
ま
ち
づ
く

り
に
考
え
を
及
ば
せ
て
い
く
た

め
の
事
業
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

安
心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り

職
員
採
用
に
つ
い
て

広島原爆ドーム

平和首長会議の
　　　　　動向に従う 

核兵器禁止条約参加
　　　　　についての見解は

増沢 昌明増沢 昌明

レベル５を
　　　理解してほしい

町の配信メールに込めた
　　　　　　　町長の思いは

中山　透中山　透 町 長町 長

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和３年10月22日13



議
会
図
解 しもすわ町議会だより

令和３年10月22日15

議 図解場議 図解場
議場の様子をお伝えします。役場4階本議会場です。

〈写真上〉傍聴席から見た様子　　　　　〈写真下〉議長席から見た様子

①森　安夫　②樽川信仁　③田嶋　彰　④増沢昌明　⑤林　元夫　⑥岩村清司　⑦青木利子
⑧大橋和子　⑨松井節夫　⑩中山　透　⑪野沢弘子　⑫中村光良　⑬金井敬子

※写真撮影のためマスクをはずしています。 ※議長席、演壇、質問席にはアクリル板を設置しています。

①
②

③ ④
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫
⑬

質問席

記者席

傍聴席

演　壇

議　長

車椅子傍聴席

Ｑ　議員の一般質問の時間は？
Ａ　新型コロナウイルス感染症対策のため、１人答弁を含めて50分の
　　持ち時間です（普段は１時間です）。

Ｑ　演壇は何をするところ？
Ａ　町長や委員長、議員が発言するところ。

Ｑ　議長の役割は？
Ａ　議会の進行をします。

Ｑ　中継用のカメラもあるんですか？
Ａ　３箇所に設置されていて、一般質問
　　を中継しています。
　　ユーチューブにも配信しています。

ぜひ傍聴にお越しください。

教
育
長

議
会
事
務
局
長

副
町
長

町

　
長

中継カメラ②

中継カメラ①

中継カメラ③

各課課長

各課課長

大雨災害時
　町議会災害支援本部設置　８／15

教育長

問
　
学
校
で
は
、
情
報
教
育
の

功
罪
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長
　
メ
リ
ッ
ト
は
授
業
の

幅
が
広
が
る
、
プ
リ
ン
ト
の
削

減
に
な
る
。し
か
し
、手
書
き
の

学
習
が
減
る
の
で
、
読
む
、
書

く
こ
と
を
大
切
に
し
、
手
書
き

の
学
習
も
心
掛
け
て
い
く
。

問
　
外
国
人
客
に
向
け
て
の
外

国
語
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
り
、
英
語
に
慣
れ
親
し

む
必
要
が
あ
る
。
未
就
学
児
か

ら
英
語
遊
び
や
ゲ
ー
ム
で
国
際

感
覚
を
身
に
着
け
て
い
る
の
で
、

外
国
人
と
の
交
流
を
楽
し
く
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
北

小
で
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
イ
、
南
小
で
は
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
イ
な
ど
を

通
し
て
語
学
力
を
付
け
て
い
る
。

中
学
で
は
Ｈ
28
年
度
よ
り
海
外

研
修
を
し
て
英
語
力
を
高
め
て

い
る
。

問
　
自
ら
学
び
、
考
え
、
判
断

し
、
発
信
す
る
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
教
育
に
つ
い
て
。

教
育
長
　
持
続
可
能
な
社
会
の

作
り
手
の
育
成
、
未
来
を
切
り

開
く
力
に
結
び
つ
く
教
育
を
。

問
　
道
徳
・
倫
理
に
つ
い
て
の

教
育
の
強
化
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長
　
多
様
化
す
る
子
ど
も

達
に
お
い
て
は
、
家
庭
、
地
域
、

そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
、
倫
理
観

の
違
い
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
る
。
子
ど
も
に
学
び
、

自
分
を
変
え
よ
う
、
あ
り
の
ま

ま
の
あ
な
た
を
大
切
に
。
授
業

を
通
し
、
自
分
が
こ
ん
な
風
に

生
き
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

問
　
事
前
合
宿
受
け
入
れ
後
の

交
流
や
課
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
多
く
の
町
民
が
選
手
団

と
交
流
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

い
た
し
か
た
な
か
っ
た
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
子
ど
も
達

を
は
じ
め
多
く
の
笑
顔
が
見
ら

れ
た
。

手書きの学習を
　　　　　心掛ける

情報教育の功罪は

大橋 和子大橋 和子

しもすわ町議会だより
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一
般
質
問

議
会
掲
示
板

伊とアルゼンチン選手団の展示

コロナ感染予防対策をとっての懇談を実施

議会が行った活動を掲載します。

区長との懇談会　８／３

　「開かれた議会」を目指す行動として、区長
の皆さんとの懇談会を実施し、各区の課題を
お聞きしました。
★災害時の高齢者の支援について、ほぼすべ
　ての区長さんから「重要課題ととらえてい
　るが、個人情報が立ちはだかり、難しい」
　との意見が出されました。
★役員のなり手不足に対し、報酬の増額など
　も検討課題との意見も。
★コロナ禍での区政運営の困難も語られまし
　た。

　８月の大雨災害の際、下諏訪町の災害対策
本部設置に伴い、下諏訪町議会としても災害
支援本部を設置しました。本部役員は、本部
長の議長の他、副議長、議会運営委員会、２
常任委員会の委員長、計５人です。
　支援本部設置にあたり、各議員の安否確認
を行い、地域の情報収集や避難所での要望等
を支援本部に集中するよう通達。また、庁舎
に参集し本部設置を決定した後、本部役員は
２班に別れて町内の被災箇所での情報収集と、
避難所での要望等を確認し、町の災害対策本
部へ連絡。また各委員会ごとに、情報共有を
しました。
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好きです しもすわ好きです しもすわ
　
下
諏
訪
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
こ
の
町
が
大
好
き
で

す
。

　
毎
年
恒
例
の
お
舟
祭
り
、
そ
し
て
、７
年
に
１
度
の
勇
壮

な
御
柱
祭
。
地
域
の
方
々
が
一
丸
と
な
っ
て
行
う
こ
の
祭
に
、

子
供
の
頃
か
ら
木
遣
り
衆
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
校
時
代
ボ
ー
ト
部
に
所
属
し
て
い
た
経
験
か

ら
、今
で
も
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
早
朝
よ
り
諏
訪
湖
に
漕
ぎ

出
し
、汗
を
流
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
お
天
気
が
良
け
れ
ば
対
岸
に
見
え
る
雄
大
な
富
士
山
に

は
い
つ
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
文
化
や
歩
ん
で
き
た
歴
史
、
そ
し
て
豊
か
な
自

然
を
、
下
諏
訪
町
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
と
繋
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
い
よ
い
よ
御
柱
祭
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
息

の
兆
し
は
未
だ
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　
一
日
も
早
く
終
息
し
ま
す
よ
う
に
…
。

　
そ
し
て
ま
た
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
い
お
祭
り
が

開
催
で
き
ま
す
よ
う
に
…
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
私
の
故
郷
し
も
す
わ
」

「
私
の
故
郷
し
も
す
わ
」

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
ス
ポ
ー
ツ
の
大
フ
ァ
ン
で
、今
大
会
も
ス

ポ
ー
ツ
の
持
つ
潜
在
的
な
力
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。孫
と
観
戦
の
約
束
を
し
、か
な
り
の
高
額
の

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
申
し
込
み
ま
し
た
が
、１
枚
も

当
り
ま
せ
ん
で
し
た
。結
局
ほ
と
ん
ど
の
種
目
が

無
観
客
で
開
催
さ
れ
、同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
様
々
な
意
見
の
中
で
開
催
さ
れ
た
東
京
２
０

２
０
オ
リ
・
パ
ラ
で
す
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
目
線

で
考
え
ま
す
と
、本
番
に
向
け
一
直
線
で
人
生
を

か
け
て
取
り
組
ん
で
来
た
わ
け
で
、勝
敗
は
と
も

か
く
、こ
の
大
会
が
な
け
れ
ば
選
手
の
多
く
は
か

な
り
空
虚
な
思
い
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。彼
ら

を
支
え
て
き
た
関
係
者
や
フ
ァ
ン
も
同
様
で
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
過
剰
な
テ
レ
ビ
放
映
と

写
り
ま
し
た
が
、
共
生
社
会
・
多
様
性
社
会
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
選
手
た
ち

の
活
躍
や
、
本
番
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
り
、

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
逃
げ
出
さ
な

い
で
、
目
標
に
立
ち
向
か
う
強
い
意
志
や
勇
気
、

高
い
志
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト

の
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
時
の
こ
と
に
せ
ず
、

当
た
り
前
の
共
生
社
会
・
多
様
性
社
会
を
定
着

さ
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
下
諏
訪
町
で
は
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
と
イ
タ
リ
ア
か
ら
、
ボ
ー
ト
競
技
の

事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
、
イ
タ
リ
ア
は
い
く
つ

か
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
パ

ラ
の
日
本
チ
ー
ム
も
、
下
諏
訪
に
繰
り
返
し
合

宿
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
私
は
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
Ｒ
Ｕ
Ｉ
の
大
フ
ァ

ン
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
八
村
塁

選
手
で
は
な
く
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
銀
メ
ダ
ル
に
貢
献
し
た
町
田
瑠

唯
選
手
で
す
。

　表
紙
の
写
真
い
か
が
で
し
た
で
し

ょ
う
か
？

　前
号
で
募
集
し
た
表
紙

写
真
に
ご
応
募
頂
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き「
私

の
好
き
な
下
諏
訪
」を
テ
ー
マ
に
、
募

集
し
て
い
ま
す
。
次
号
は
12
月
定
例

会
後
の
発
行
で
す
。
多
く
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
に
教

え
た
い
と
っ
て
お
き
の
場
所
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　広
報
特
別
委
員
会

議長のつぶやき

アスリートからの
メッセージ
アスリートからの
メッセージ

令
和
３
年（
2021）10月

22日
編
集
／
広
報
特
別
委
員
会
　
　
発
行
／
下
諏
訪
町
議
会

電
話（
0266）27－

1111　
FA
X（
0266）27－

1237
下
諏
訪
町
　
議
会
だ
よ
り
で
検
索

　
最
後
の
編
集
後
記
ま
で
ご

覧
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
、

一
般
質
問
の
答
弁
を
誰
が
言

っ
た
か
わ
か
る
よ
う
に
記
載

し
ま
し
た
。

　
書
い
て
い
る
議
員
が
解
っ

て
い
て
も
、読
ん
で
る
み
な
さ

ん
に
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、意
味

が
な
い
、「
お
！
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
の
指
摘
は
適
切
」と
、勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
員
は
２
つ
の
耳
、
１
つ

の
口
を
持
っ
て
い
ま
す
（
当

た
り
前
だ
け
ど
）。
し
ゃ
べ

る
よ
り
、
聞
く
こ
と
が
大
事

だ
と
、
改
め
て
、
確
認
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
（
中
山
）

　
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
金
井
敬
子

　
　
副
委
員
長
　
中
山
　
透

　
　
委
　
　
員
　
樽
川
信
仁

　
　
委
　
　
員
　
増
沢
昌
明

　
　
委
　
　
員
　
青
木
利
子

　
　
委
　
　
員
　
大
橋
和
子

編
集
後
記

武
居

　晶
子

下
諏
訪
町
木
遣
保
存
会

　副事
務
局

武
居

　晶
子

下
諏
訪
町
木
遣
保
存
会

　副事
務
局

議長   森　 安 夫議長   森　 安 夫
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